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研究成果の概要（和文）：本研究では、研究のための基礎的資料の収集・整理をしつつ、研究代表者と分担者全
員が参加する研究会での討議を経て、イギリス帝国主義とシェイクスピア劇の材源・改作との相互関係を分析し
た。研究の最終年度は、これまでの研究成果を精力的に発表した。例として、日本英文学会九州支部第70回大会
におけるシンポジウム１イギリス部門「シェイクスピア劇とその材源・改作に見るイギリスの帝国化の諸相」で
全員が口頭発表を行った。また、鹿児島近代初期英国演劇研究会（代表：大和高行／小林潤司、杉浦裕子、山下
孝子、丹羽佐紀）訳『王政復古期シェイクスピア改作戯曲選集』、九州大学出版会、i-559(2018)を上梓した。

研究成果の概要（英文）：The members of this project team accumulated and organized a critical corpus
 of materials to investigate the interrelation between British imperialism and Shakespeare's plays, 
their sources and adaptations. In the last year of our research project we extensively published the
 results of our quest in a panel at the annual meeting of the Kyushu branch of the English Literary 
Society of Japan (ELSJ), "British Imperialism Reflected in Shakespeare's Plays, their Sources and 
Adaptations", and a volume of Adaptations of Shakespeare's Plays in the Restoration Period (Kyushu 
University Press, 2018). 

研究分野：人文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 従来のイギリス帝国史研究／文学研究
において、イギリスの劇が帝国主義や英国ら
しさの形成に果たした役割を綜合的かつ詳
細に論じた研究はなかった。演劇テクスト・
演技論・劇評とイギリス帝国史の関係は、個
別の劇作家の特定作品に関する研究にとど
まり、相互の関係性が十分に考察されること
はなかった。 
 
(2) 本研究開始時に本研究会は、大和高行・
小林潤司・杉浦裕子「ジョン・レイシー作『ス
コットランド人ソーニイ』論」（『鹿児島大
学大学院人文社会科学研究科紀要 地域政策
科学研究』、第7号、2010年、pp. 19-86 ）
〔科学研究費（基盤）C 平成20年～23年の成
果〕で、イギリス国内の他者スコットランド
人の表象とイギリスの帝国化の関係を考察
した。そしてさらに、「王政復古期における
『リチャード三世』の改作」（『日本英文学
会2011年度支部大会Proceedings』、2012年、
pp. 272-73 ）〔科学研究費（基盤）C 平成
20年～23年の成果〕では、リチャード三世の
再表象の問題、及び、18世紀のシェイクスピ
ア全集編纂者ニコラス・ロウの『ジェイン・
ショアの悲劇』へとつながる、イングランド
史劇のジャンルが果たした役割を検討した。
このように本研究会は、従来のような短いス
パンではなく、長いスパンで、演劇とイギリ
ス帝国主義の相互関係の見直しを様々な視
点から行っていた。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、上記の研究の延長線上にあた
るもので、シェイクスピア劇の材源と改作が
イギリスの帝国主義化に寄与し、また逆に、
イギリス帝国主義がシェイクスピア劇にど
のような影響を与えたかを探り、シェイクス
ピア劇の材源と改作とイギリス帝国化の４
００年の相互関係を明らかにすることを目
的とした。 
 
(2) また、それと並行して、これまで２件の
科研費研究課題の共同研究で翻訳・解題の作
業を進めた鹿児島近代初期英国演劇研究会
メンバーによって、シェイクスピア研究とイ
ギリス帝国史研究の双方に有益となる、シェ
イクスピア劇の材源・改作テクストの本邦初
訳を刊行することを二次目的とした。 
 
(3) 以上のように、本研究は、イギリス帝国
化の歴史とシェイクスピア劇の材源と改作
の相互関係に着目し、「シェイクスピア」と
いうイデオロギー装置とイギリス帝国主義
が結ぶ関係を解明し、その時代的背景が「シ
ェイクスピア」にどのように反映されて創造

的言説を作り出したかを考察することを第
一の目的とし、シェイクスピア劇の材源・改
作テクストの本邦初訳を刊行することを第
二の目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) イギリス帝国主義とシェイクスピア劇
の材源・改作との相互関係を分析するため、
研究代表者と研究分担者が役割分担し、一
次資料の収集・整理、二次資料を用いた考
察、それに、意見交換に基づく研究の方向
性の修正、外部の報告を経て、最終年度で
の総括に進む計画とした。 
 
(2) シェイクスピア劇の材源・改作テクス
トの翻訳に関しては、研究代表者と研究分
担者が持ち回りで試訳を用意し、全員参加
の研究会開催日までに電子メールで事前に
配布、研究会の場ではその出来ばえの良し
悪しを全員でつぶさに検討した。編集担当
者は、関連資料の渉猟に努めつつ、本邦初
訳となるテクストの日本語訳の推敲を重ね、
注釈・解説を含めた編集作業を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 研究期間内に科学研究費補助金による
研究成果（注釈・解説付きの訳文など）を
複数、随時、紀要やインターネットを通じ
て広く公に公開した。（下記、主な発表論文
等を参照されたい） 
 
(2) 最終年度に日本英文学会九州支部第 70
回大会シンポジウムを企画し、本研究の成
果の一部を社会・国民に還元した。 
 
(3) また、最終年度に『王政復古期シェイ
クスピア改作戯曲選集』を九州大学出版会
より上梓した。(同書は英文学史上最も悪名
高いネイハム・テイトによるハッピーエン
ド版『リア王』に加え、コリー・シバーに
よる『リチャード三世』の改作版、ジョン・
レイシーによる『じゃじゃ馬馴らし』の改
作『スコットランド人ソーニィ』、ジョー
ジ・グランヴィルによる『ヴェニスの商人』
の改作『ヴェニスのユダヤ人』を収録。王
政復古期シェイクスピア改作戯曲の代表作
の本邦初訳に詳細な解説を付した。) 
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ュニティとの関係、VERBA(鹿児島大学言語文
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⑦ 大和高行、杉浦裕子、小林潤司、ネイハ
ム・テイト版『リア王一代記』、鹿児島大学
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⑧ 小林潤司、杉浦裕子、丹羽佐紀、山下孝
子、大和高行、初期近代英国におけるセネカ
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⑩ 大和高行、ネイハム・テイト版『リア王
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